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F－11 家庭科匁育と生涯漱-f ・ 団恚性弧化のため の高校家庭ワラア指を
，
）試吟

鳥島丸駅福山） 三戸昭　 Ｏふ林晋 子

目的　 高坂家庭斜脂肩 と家庭生活を対 軋h 寸石生涯散一育との閉か陳の強化 のため、高校

生の7 うず活動 を亀ﾋ･７ 、曝庭生活 に密名 しすﾋ家庭斜教:t のあり方 、方 浪叫4  究明 し、家

庭科赦冑心馳胤 に庫t  い とを目白肌 し７、生徒 のワうア活動 を指参し１ヽヽ ら.i-lT  、今

まで峠[1見を中間榎告てゐ。

方次　家庭 生か こ関わ私生涯教t(ｱ 某礎的 な面r  ^､り、また匍校家庭科( 食物領域) の

補充的立場ヵ、ら、農対tVL区 の高校 家庭 クうア琵 いI つぜあ私庚品衛 生(/ 気品 ヵヽ G の大賜

箇0)襖出)t 血fi測定 に閉寸吋 ほ参内咎 、方法､ヒそ れい こ対t ゐ生徒 の認識ヽ灯動 にっ＼)

で薦篆、麗討り卜 院。

鮪象(| 薩 品催iか こつ べヽ ：第一屹階 として食品力ヽらの大賜菌の分離 、培4t 指 参した

叫 高校 生ですおに丈陽gi, 蔑 出力ぺ ぎろこと-iバ'?h ヵヽ 、た. 大賜菌ヵ叫 才い こブヤり球菌

有配申毎の原因徽i-?寸t 心生績の理鮮度^  高めろごとbs'で･'きに。 素た細 菌を僕譚に識うこ

と1-. ふ`ト ケ品 のJ又｡'卜匿い＼Z対寸ろ注丸 、呼洗ヽヽ嘗、目 に見尨い 紐ヽill:対t ゐ衛 生的 な

生恬活動 への認識度回高まり こと巴われら。今後､ま実生淘 こ九戦らと応用^tr たいと思 っ

てヽヽ な・ﾇ) ‰ 反測丸iこっ  ヽ  Z    り主健は血瓜測鬼 に非布に叩 叱を示し、まず 白々 自身
。血

匡 の日隻化 を調勺 次に匁該 の血尽測定 いf  7 穐 にな 、r= = 血圧測包む意義の認識 、血艮

測 定、､習熟 のレベ･レじ に｀゙趾したと悪心気仙 今か よ食生活或 川ヽよ鳥 気と血圧の関係嘗生

坂 吃ひ家T抜り 是良司りヽ断 の方向に屍麦才-£ひ.　(3) ワ7 ブ活動は 末 叫切歩的 な段階 であ

ゐK ．高校 宸｡庭科教 育と生涯匁 育肩荊連雅強化弓方向･こ脱屍し符なぞのと既おれる。

F－12 擲大入学晰こぶﾅ る調理り基碑ｳ 技篆り理解淮にっ丿７
弟す県 立墜四 £大 凡 喬輝　珊葬恵　o 阿有貿 子

目的 「 家庭一般丿 こ刑t る沸=嘱 ≒技罷 左づ ぎり巻卒に照らして1賄 蔽不 る高校技聯 検定

／食物う雖と 、本 ず入学左に声防 、爺吋 実膜こお･大る基漉紗筏蔓の吏 着度とやるこど こ。i火

瘤大にみげるm 理措導 に役立 てfこい。

方鳶 栄凄吽 攻 丿率ゑ

汐に 調理ﾝ引 才杵食囁 刀函良 こフロでの卸鵬度もPうわせてテスト レ 汚岑しに 。

希果 芹 歌学笠の出身ぽ卓内^/％ 、他乗北3 県 岬％の割合 で 、挟術樵定に冷格 している

漕ぱ ぼ､6％孔 このことと却 らμし嗜 ぽ助φT-ゐ づこ。高校T のヽ調理実習回靫口平均哨吽回

と少rj` < 、内容ぼデず一卜軸^ 占める割合が 高＜肇レ 硝糾j 禎向バ舞いように惑わ 靫る・

在 っ了, 蕪 廊跨技鮑 嗅｡多度は概＜, 基準の合弟 乱 こ達 しにか 斜フず'≪'ヽ 2名弓みにとどま

っに 。①切り方についr/a- 、合格濃魂 ぶ3％T 叫̂ 組冷侈考はレA-/ﾚ が嵩＜ 、高校タ)実丿君回牧

とタ徊関ぼ渦3  リサ られなお づ こ。＠計量詐蔡と窺則ぼ限られに時間内で･の反応が非常に

潭＜ 、頭と手お一ヽ肺化せず持に調岬 牛呻 冷 すr享と概量計尊 とそ削り 吻 エ答 呑ばID 叫弱

であり こ。③調暉､の驀本 、野莱の調理内岑 にぎ し(z祓川 オ 、食品の奔庫 量にフいての理解、

阿念に重 け こ乞アの選 び謝、肴 得郷垣 び才 にmr るタ記 テスト引ご 調 縁の善輝吋理鮮、

概^ 計葬にっい ての復解隻が低く 、又食品の痍棄量にフ丿 了り 理解度匯タ ータ§糎度p ゐ

フr- 。哩)食釦概量のめあ 剽 こフロアば 鯵に魚の理解度が鎧か づこ。⑤声涙原々 外 μ^ り

知飢度にフIT も魚類,  豆類の知齢 絢氏かっft: 元VA.とり 邱果 、々シ オ ノヰタば鰐理の基夜

借弗に重泉匡置Ｊフフ 、筏家郷ドり レ指導 にフいての才茉£祷 封し匹 。ヽ




